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1.背景と現状
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【社会的背景】
• 転入者が増加（社会増傾向、Iターン増加）
• 観光業の拡大による夏場や土日祝日の就労者増
• 多様な働き方の広がり（フリーランス等）

【子育て世帯の現状】
• 周囲に頼れる親戚がいない世帯の増
• 従来の保育サービスの対象外となるケース

一時預かりのニーズ



現在の実施体制と課題
【市内の一時預かり保育施設】

▶公営：西城保育所

▶ 民営施設

• 補助あり：１事業所（tetote）

• 補助なし：２事業所（うららか保育園・ルピナス）

【主要課題（tetote）】

▶施設の定員の５～６割程度しか受け入れられていない

▶ キャンセル待ちの増加

▶ スタッフ確保が困難（処遇改善加算の対象外）

▶突発的利用（例：体調不良・冠婚葬祭など）が難しい状況

2.本市における一時預かりの現状
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【tetoteの利用者数推移】
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※R6は受入スタッフの不足により利用者数が減少

2.本市における一時預かりの現状
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現在の実施体制と課題

①処遇改善支援

• 職員職改善に関する支援を新設

• 開始年度：令和８年度

②突発的な利用への対策

• 緊急時利用を可能にする対策を検討

• 開始年度：令和９年度以降

3.新たな支援策

【対応方針】
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